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旧ＲＤエンジニアリング最終処分場

特定支障除去等事業実施計画（変更案）の意見書
　

旧
Ｒ
Ｄ
最
終
処
分
場
の
対
策
事
業
は
、

滋
賀
県
が
平
成
25
年
3
月
に
環
境
大
臣

の
同
意
を
得
て
、
総
額
70
億
円
の
事
業

費
で
２
次
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
想
定
で
き
な
か
っ
た
有
害
物
掘

削
除
去
の
傷
害
と
な
る
大
型
の
鋼
材
な

ど
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
対

策
に
費
用
を
要
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
実
施
計
画
の
事
業
費
を

変
更
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
本
市
に
対
し
て
、
滋

賀
県
よ
り
変
更
案
の
意
見
照
会
が
あ

り
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

１
．実
施
計
画
の
主
な
変
更
箇
所　

⑴
有
害
物
掘
削
除
去
に
係
る
矢
板
設
置

工
法
に
つ
い
て
、
施
工
に
支
障
と
な

る
廃
棄
物
が
埋
め
ら
れ
て
い
て
も
対

応
可
能
な
工
法
で
行
う
。

⑵
２
次
対
策
事
業
に
要
す
る
費
用
を
総

額
「
約
70
億
円
」
か
ら
「
約
81
億
円
」

に
変
更
す
る
。

２
．市
の
意
見
書

⑴
対
策
工
実
施
に
つ
い
て
は
、
旧
Ｒ
Ｄ

最
終
処
分
場
周
辺
自
治
会
と
の
協
定

書
お
よ
び
確
認
書
を
遵
守
す
る
と
と

も
に
、
粉
塵
の
飛
散
・
悪
臭
・
騒
音

防
止
な
ど
の
周
辺
環
境
対
策
な
ら
び

に
有
害
ガ
ス
な
ど
に
対
す
る
安
全
対

策
を
十
分
に
講
じ
る
こ
と
。

⑵
住
民
の
不
安
解
消
の
た
め
、
引
き
続

き
周
辺
自
治
会
の
合
意
と
納
得
の
も

と
、
有
害
物
除
去
お
よ
び
地
下
水
汚

問
市
役
所 

産
業
廃
棄
物
対
策
室

  

☎
551-

０
４
６
９ 　

554-

１
１
２
３

　

滋
賀
県 

最
終
処
分
場
特
別
対
策
室

  

☎
528-

３
６
７
０ 　

528-

４
８
４
９

FAXFAX

Ｂ工区
・廃棄物土掘削工　・取水ピット
・底面・側面遮水工　・浸透水貯留層工
・底面排水工　　  ・選別土埋戻工

A 工区
・選別土仮置　

H 区画
・有害物掘削除去

C 工区、D 工区
・廃棄物土掘削工
・底面排水工　
・選別土埋戻工

E 工区
・廃棄物土掘削工　
・選別土埋戻工

選別処理施設
水処理施設
・運転管理　
・選別した廃棄物は場外搬出
・水処理した水は下水道へ

埋戻し可燃物
・選別土仮置　 染

の
拡
散
防
止
な
ど
の
対
策
を
確
実

に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
旧
Ｒ
Ｄ
最

終
処
分
場
跡
地
の
利
用
に
関
し
て

は
、
市
お
よ
び
周
辺
自
治
会
な
ど
と

協
議
す
る
こ
と
。

⑶
工
事
期
間
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
工

期
ど
お
り
完
了
す
る
こ
と
。

※
地
下
水
の
状
況
は
周
辺
の
調
査
結
果

か
ら
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
利

用
に
あ
た
っ
て
は
引
き
続
き
十
分
に

ご
留
意
願
い
ま
す
。

平成 29 年度の工事施工箇所＜滋賀県資料引用＞

FAX

問
総
合
窓
口
課 

  

☎
551-

０
１
１
０ 　

553-

０
２
５
０

本
人
通
知
制
度
は
、
住

民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄

抄
本
な
ど
の
証
明
書
を
本
人
の

代
理
人
や
第
三
者
（
国
ま
た
は

地
方
公
共
団
体
の
機
関
な
ど
を

除
く
）
に
交
付
し
た
場
合
に
、

事
前
登
録
を
し
た
人
に
対
し

て
、
証
明
書
を
交
付
し
た
事
実

を
郵
送
に
よ
り
お
知
ら
せ
す
る

制
度
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成
25
年
１
月
４

日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
人
に
通
知
す
る
こ
と

に
よ
り
、
住
民
票
の
写

し
な
ど
の
不
正
請
求
や
不
正
取

得
に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害

の
防
止
・
抑
止
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。本

人
の
登
録
（
事
前
登

録
）
が
必
要
で
す
。
事

前
登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
、

制
度
の
内
容
を
確
認
の
上
、「
栗

東
市
本
人
通
知
制
度
登
録
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
…
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た

は
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人　
　

◦
持
ち
物
…
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
な
ど
）、
代
理
の
場

合
は
委
任
状

　

庁
舎
総
合
窓
口
課
横
に
設
置
し

て
い
る
証
明
書
自
動
交
付
機
は
、

証
明
書
交
付
の
利
便
性
向
上
の
た

め
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
３

月
31
日
で
終
了
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
４

月
１
日
以
降

は
、
利
用
で
き

な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

「
本
人
通
知
制
度
」
に
登
録
を

QQQ AAA
ど
の
よ
う
な
制
度
？

制
度
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

平
成
30
年
３
月
31
日
で

証
明
書
自
動
交
付
機
を
廃
止

登
録
方
法
は
？
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子どもたちが外国語により親しむために
■
移
行
期
と
な
る
来
年
度
か
ら
小
学

３
・
４
年
生
に
外
国
語
活
動
を
導
入

　

小
学
校
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
、

平
成
32
年
度
か
ら
３
・
４
年
生
に
外
国

語
活
動
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、５
・

６
年
生
で
は
、
従
来
か
ら
体
験
を
と
お

し
て
学
ん
で
き
た
外
国
語
活
動
の
内
容

に
「
読
む
・
書
く
」
な
ど
の
内
容
を
加

え
、「
外
国
語
科
」
と
い
う
教
科
に
な

り
ま
す
。
来
年
度
は
そ
の
移
行
期
と
し

て
、
市
内
小
学
校
の
３
・
４
年
生
に
外

国
語
活
動
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

　

小
学
校
で
外
国
語
活
動
が
始
ま
っ
て
、

本
年
度
で
９
年
目
。
効
果
的
な
指
導
方

法
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
体
験
活
動

を
設
定
す
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
が
外
国

語
に
慣
れ
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
学
校
間
で

授
業
を
公
開
し
合
い
な
が
ら
、
教
員
が

日
々
、
研
究
と
研
修
を
重
ね
て
い
ま
す
。

■
意
欲
に
つ
な
げ
る
指
導
を
目
指
し
、

教
員
が
学
び
続
け
て
い
ま
す

　

本
年
度
は
、
今
後
の
５・
６
年
生
で
の

教
科
化
に
向
け
て
「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

読
み
書
き
」
が
必
須
と
な
る
こ
と
か
ら
、

ど
う
す
れ
ば
音
声
か
ら
文
字
へ
の
滑
ら
か

な
接
続
が
で
き
る
の
か
を
中
心
に
夏
季
休

業
中
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
活
躍
す
る
外

国
語
指
導
助
手
と
と
も
に
、
小
・
中
学

校
の
教
員
自
ら
が
ゲ
ー
ム
な
ど
の
体
験

か
ら
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
音
声
や
文
字

の
成
り
立
ち
、
書
き
方
な
ど
の
指
導
法

を
学
び
ま
し
た
。

　

英
語
を
と
お
し
て
他
者
と
関
わ
る
こ

と
の
楽
し
さ
を
児
童
が
十
分
に
実
感
で

き
、「
も
っ
と
英
語
を
使
い
た
い
」
と

い
う
意
欲
に
つ
な
が
る
指
導
の
あ
り
方

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
教
員

た
ち
は
、
外
国
語
活
動
の
教
科
化
に
向

け
て
、
学
び
続
け
て
い
ま
す
。

問
学
校
教
育
課

  　

☎
551-

０
１
３
０ 　

551-

０
１
４
９

FAX

　

本
市
の
教
育
委
員
に
朽
木
德
壽
さ

ん
（
林
）
が
10
月
１
日
付
け
で
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

朽
木
さ
ん
は
平
成
８
年
か
ら
現
在

ま
で
保
護
司
を
務
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、
栗
東
市
青
少
年
問
題
協
議
会
副

会
長
、
栗
東
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
会
長
な
ど
を
歴
任
。
４
月
か
ら
は

社
会
教
育
委
員
と
し
て
も
本
市
の
教

育
振
興
に
貢
献
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

就
任
に
あ
た
り
、 「
次
代
を
担
う

若
者
の
た
め
、
栗
東
市
の
教
育
の
た

め
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」
と
抱
負

を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

FAX

FAX

教
育
委
員
会
新
委
員
に

朽
く

ち

木き

德
と

く

壽
じ

ゅ

さ
ん

問
教
育
総
務
課 

庶
務
係

  

☎
551-

０
１
２
９ 　

551-

０
１
４
９

問
教
育
総
務
課 

庶
務
係

  

☎
551-

０
１
２
９ 　

551-

０
１
４
９

市
長
か
ら
任
命
書
を
受
け
取
る
朽
木
さ
ん（
左
）

　

池
﨑
忠
夫
さ
ん
（
出
庭
）
が
10

月
13
日
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
と

な
る
「
平
成
29
年
度
地
方
教
育
行

政
功
労
者
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

池
﨑
さ
ん
は
、
平
成
17
年
10
月

１
日
か
ら
平
成
29
年
９
月
30
日
ま

で
の
12
年
に
わ
た
り
教
育
委
員
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
22
年
10

月
か
ら
の
２
年
間
は
委
員
長
を
歴

任
。
本
市
教
育
行
政
の
発
展
の
た

め
に
多
大
な
尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
今
回
の
受
賞
を
大
変
光
栄
に

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
皆
さ
ま

の
長
き
に
わ
た
る
ご
指
導
・
ご
支

援
の
賜
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
す
。

池
﨑
忠
夫
さ
ん
に

文
部
科
学
大
臣
表
彰池﨑忠夫さん
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～
市
民
の
皆
さ
ま
へ
～

市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

栗
東
市
長

　
　
野
村
昌
弘

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

で
す
。

連
日
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
児
童
虐
待
の
報
道
に
、
胸
を
痛
め
て

い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
の

ち
ょ
っ
と
し
た
悩
み
や
不
安
の
積
み
重
ね

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
起
こ
る
児
童

虐
待
は
、
親
子
を
傷
つ
け
苦
し
め
、
子
ど

も
の
将
来
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
児
童
虐
待
防
止
を
呼

び
か
け
る
た
め
の
行
動
と
し
て
、
11
月

1
日
に
は
、
市
内
で
街
頭
啓
発
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
過
日
10
月
14
日
に
は
、

～
子
ど
も
の
笑
顔
が
い
ち
ば
ん
！
～
を

合
言
葉
に
た
す
き
を
つ
な
ぐ
「
び
わ

湖
一
周
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
た
す
き
リ

レ
ー
」、
10
月
17
日
に
は
、
庁
舎
前
で

児
童
虐
待
防
止
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
児

童
虐
待
防
止
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
と
防
止
の
た

め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
問
題
に
関

心
と
深
い
理
解
を
持
つ
と
と
も
に
、
地
域

み
ん
な
で
子
育
て
を
応
援
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
自
身
や
周
り
の
親
子
の
悩

み
な
ど
、
心
配
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
家

庭
児
童
相
談
室
☎
551-

０
３
０
０
）
に
連

絡
・
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
時
期
は
、
各
地
で
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
や
文
化
祭
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
催
し
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご
参
加
い

た
だ
き
、
地
域
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
、
充

実
し
た
秋
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
笑
顔
・
市
民
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
い
ち
ば
ん

　

児
童
虐
待
は
子
ど
も
の
人
権
を

著
し
く
侵
害
し
、
心
身
の
健
全
な

成
長
や
人
格
形
成
に
悪
影
響
を
与

え
、
将
来
世
代
の
育
成
に
懸
念
を

及
ぼ
す
行
為
で
す
。

　

児
童
虐
待
に
は
身
体
に
外
傷
を

負
わ
す
（
負
わ
せ
る
恐
れ
が
あ
る

行
為
を
含
む
）「
身
体
的
虐
待
」、

児
童
に
対
し
て
み
だ
ら
な
行
為
を

す
る
・
さ
せ
る
「
性
的
虐
待
」、

十
分
な
養
育
を
し
な
い
（
食
事
を

与
え
な
い
、
病
院
や
健
診
に
連
れ

て
行
か
な
い
、
通
学
さ
せ
な
い
）

「
ネ
グ
レ
ク
ト
」、
子
ど
も
に
暴
言

を
浴
び
せ
る
、
配
偶
者
間
の
喧
嘩

や
暴
力
を
見
せ
る「
心
理
的
虐
待
」

が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
様
子
を
見
て
「
お
か

し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
た
め
ら
わ

ず
、
最
寄
り
の
子
ど
も
家
庭
相
談

セ
ン
タ
ー
や
家
庭
児
童
相
談
室
に

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「子どもの笑顔がいちばん！」。オレンジリボ
ンたすきリレーで児童虐待防止を呼びかけ

10月17日、滋賀県要保護児童対策連絡協
議会の児童虐待防止キャラバン隊が訪問

オレンジリボンには子ども虐待
を防止するというメッセージが
込められています。

◦栗東市家庭児童相談室　
　☎551-0300（平日10:15 ～ 17:15）

◦滋賀県中央子ども家庭相談センター　
　☎562-1121（平日８:30 ～ 17:15）

◦児童相談所全国共通ダイヤル
　☎189（☎0570-064-000）
　近くの児童相談所に電話がつながります。

◦子どもを守るホットライン
　☎562-8996（24時間受付）

◦草津警察署　
　☎563-0110

児童虐待の連絡・子どもに関わる相談

問
家
庭
児
童
相
談
室 

  
☎
551-

０
３
０
０ 　

552-

９
３
２
０

FAX

１１月は児童虐待防止推進月間
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　子どもの話を真剣に受け止めよう

～栗東市子育てのための12か条＜子どもへの接し方４か条＞～

子育て情報
～「食事のしつけ」ってどんなこと？～
　おおよそ５～６か月ぐらいから離乳食がスター
トします。手づかみ食べや遊び食べ、好き嫌いが
始まったりすると、子どもにどのように教えれば
いいの？と悩むお母さんは多いと思います。
　手づかみ食べは、食べる意欲を育てるうえで大
切な成長過程の一つです。できる限り好きなよう
にさせてあげましょう。１歳半頃になると、手づ
かみ食べがじょうずになります。持ちやすく、一
口で食べられる大きさに食材を工夫してあげま
しょう。自分で食べられる喜びが、食べる意欲を
育てます。
　大人が持つスプーンに興味を示してつかもうと
した時は、赤ちゃんにも１本持たせてあげましょ
う。まだ使いこなすのは無理ですから、大人がス
プーンですくって、子どもが自分で口に運べるよ
うに手を添えてあげます。うまく使えず嫌がった
時は、無理をせずしばらく様子をみましょう。
　少しずつ自分で食べられるようになった頃に、
遊び食べが始まりますが、これも成長過程の一つ
です。ある程度は割り切って、床に新聞紙やシー
トを敷くなどすると、掃除の手間が省けます。ま
た、遊びながらでは食事に集中できません。子ど
もが嫌がっても、30 分程度で切りあげます。食
べさせたいからといって、追いかけて食べさせる
ことはやめましょう。
　食事のしつけに、これが一番という方法はありま
せん。食事の習慣が身につくようになるのも時間が
かかります。「笑顔で見守る」って意外と難しいこ
とですが、根気よくつきあってあげてください。
　食事の基本は、「おいしく食べること」「家族で食
事をすること」です。毎日は無理
でも、休日には家族団らんの時間
をつくるようにしてください。大
人の示すお手本が自然と身につく
ように、楽しくて明るい雰囲気を
つくっていくことが大切です。

～「民事訴訟管理センター」のハガキは無視してください～

　　　草津警察署安全伝言板

問草津警察署 刑事第二課　
　☎ 563-0110　 FAX 563-0116

問地域子育て支援センター
・大宝東児童館内　☎ 551-2370　 FAX 551-2330
・治田西カナリヤ第三保育園内

　　　　　　　　☎ 553-3907　 FAX 553-3908
・金勝児童館内　  ☎ 558-3527　 FAX 558-3527
・治田東児童館内　☎ 554-6115　 FAX 554-6116

暴力団追放三ない+１（プラスワン）

・暴力団を「利用しない」
・暴力団を「恐れない」
・暴力団に「金を出さない」
・暴力団と「交際しない」
　「暴力団追放三ない＋１」とは、県民の力
で、暴力団を追い出し、明るいまちを作るた
め、また、暴力団による犯罪の被害に遭わな
いための合言葉です。
　暴力団に関する情報や相談は、最寄りの警
察署、交番、駐在所などにお寄せください。
◦滋賀県警察本部刑事部組織犯罪対策課
　☎077-527-2140(暴力追放ホットライン)
◦(公財)滋賀県暴力団追放推進センター
　☎077-525-8930(ヤクザゼロ)

問自治振興課 消費生活相談窓口
　☎ 551-0115（局番なし 188）　　551-0432
　滋賀県消費生活センター ☎ 0749-23-0999

FAX

　「法務省管轄支局 民事訴訟管理センター」
と名乗る機関からハガキが届いたとの相談が
急増しています。
　消費者に、過去に利用した業者への未払い
があると思わせ、それに関して「裁判所に訴
状が提出された」「給与、動産、不動産物の
差し押さえ」などと脅して不安にさせたうえ、
訴訟の取り下げについて相談するよう誘導し
ています。
　消費者が電話をすると、その場で脅された
り、請求が繰り返されたりします。
　身に覚えのない請求に応じる必要はありま
せん。無視してください。悪質業者は架空請
求ハガキを不特定多数の人に送り付け、連絡
してきた人をターゲットに絞り込み、執拗に
支払いを強要します。こちらからは絶対に連
絡しないようにしてください。電話をしてし
まった場合は、請求されても絶対に応じない
ようにしてください。不安を感じたり対応に
迷った場合は無料の消費生活相談窓口へご相
談ください。
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